
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像し，被写体像を表す画像データを出力する固体電子撮像素子を含む撮像手
段，
　動画記録モードが設定されたことに応じて，被写体像を一定周期で撮像し，動画読み出
しをして上記固体電子撮像素子の有効画素領域から得られる画像データの一部である動画
データを出力するように上記固体電子撮像素子を駆動する第１の駆動手段，
　上記動画記録モードによる動作中に連写モードが設定されたことに応じて，連写間隔に
応じたタイミングで被写体を連写し，静止画読み出しをして上記固体電子撮像素子の有効
画素領域から得られる画像データを実質的にすべて読み出して得られる画像データである
静止画データを出力するように上記固体電子撮像素子を駆動する第２の駆動手段
　上記第２の駆動手段による駆動のもとに上記固体電子撮像素子から静止画読み出しされ
た画像データを静止画像データとして上記記録媒体に記録する静止画像記録制御手段，
　

　

　を備えたディジタル・ムービ・カメラ。
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，

上記第２の駆動手段による連写の合間に，被写体を一定周期で撮像し，動画読み出しを
して上記固体電子撮像素子の有効画素領域から得られる画像データの一部である動画デー
タを出力するように上記固体電子撮像素子を駆動する第３の駆動手段，ならびに

上記第１の駆動手段および上記第３の駆動手段による駆動のもとに上記固体電子撮像素
子から動画読み出しされた画像データを動画像データとして記録媒体に記録する動画像記
録制御手段，



【請求項２】
　上記連写間隔中の一部の動画挿入期間内において被写体を一定周期で撮像し，動画読み
出しするように上記第１の駆動手段を制御する駆動制御手段をさらに備えた請求項１に記
載のディジタル・ムービ・カメラ。
【請求項３】
　上記撮像手段から出力された画像データによって表される被写体像を表示する表示装置
をさらに備えた請求項１または２に記載のディジタル・ムービ・カメラ。
【請求項４】
　上記撮像手段から出力された複数駒分の画像データを順次一時的に記憶するバッファ・
メモリ，
　上記バッファ・メモリに記憶された画像データを読み出し，上記表示装置に与える読み
出し手段，および
　上記連写期間中における上記動画挿入期間を除く静止画処理期間は，上記静止画処理期
間直前の動画挿入期間に撮像された被写体像を上記表示装置に表示するように上記読み出
し手段を制御する読み出し制御手段，
　をさらに備えた請求項３に記載のディジタル・ムービ・カメラ。
【請求項５】
　上記静止画処理期間は，被写体の撮像および固体電子撮像素子からの画像データの読み
出しに必要な静止画撮像期間と，上記固体電子撮像素子から出力された画像データを信号
処理する信号処理期間とを含むものである，
　請求項４に記載のディジタル・ムービ・カメラ。
【請求項６】
　上記静止画処理期間は，被写体の撮像および上記固体電子撮像素子からの画像データの
読み出しに必要な静止画撮像期間と等しいものであり，
　上記静止画撮像期間直後の上記動画挿入期間に上記固体電子撮像素子から出力された画
像データを信号処理する信号処理回路をさらに備えた請求項４に記載のディジタル・ムー
ビ・カメラ。
【請求項７】
　上記動画像データと上記静止画像データとを関連づけるデータを上記記録媒体に記録す
る関連データ記録制御手段をさらに備えた請求項１に記載のディジタル・ムービ・カメラ
。
【請求項８】
　固体電子撮像素子を含む撮像手段を用いて，被写体を撮像し，被写体像を表す画像デー
タを得，
　動画記録モードが設定されたことに応じて，被写体像を一定周期で撮像し，動画読み出
しをして上記固体電子撮像素子の有効画素領域から得られる画像データの一部である動画
データを出力するように上記固体電子撮像素子を駆動 ，
　上記動 録モードによる動作中に連写モードが設定されたことに応じて，連写間隔に
応じたタイミングで被写体を連写し，静止画読み出しをして上記固体電子撮像素子の有効
画素領域から得られる画像データを実質的にすべて読み出して得られる画像データである
静止画データを出力するように上記固体電子撮像素子を駆動 ，
　 上記固体電子撮像素子から静止画読み出しされた画像データを静止画
像データとして上記記録媒体に記録 ，
　

　

　ディジタル・ムービ・カメラの動作制御方法。
【発明の詳細な説明】
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する第１の駆動を行い
画記

する第２の駆動を行い
第２の駆動により

し
上記第２の駆動による連写の合間に，被写体を一定周期で撮像し，動画読み出しをして

上記固体電子撮像素子の有効画素領域から得られる画像データの一部である動画データを
出力するように上記固体電子撮像素子を駆動する第３の駆動を行い，

上記第１の駆動および第３の駆動により上記固体電子撮像素子から動画読み出しされた
画像データを動画像データとして記録媒体に記録する，



【０００１】
【技術分野】
この発明は，ディジタル・ムービ・カメラおよびその動作制御方法に関する。
【０００２】
【発明の背景】
ディジタル・ムービ・カメラは，一定周期（たとえば１／ 60秒）で被写体を撮像し，撮像
により得られた動画像データをビデオ・テープ，メモリ・カードなどの記録媒体に記録す
るものである。ディジタル・ムービ・カメラの中には，動画像データの記録中にシャッタ
・レリーズ・ボタンを押すことにより，シャッタ・レリーズ・ボタンの押下タイミングで
被写体を撮像し，得られた画像データを記録媒体に記録するスチル記録の機能をもつもの
もある（いわゆるディジタル・ムービ・スチル・カメラ）。
【０００３】
しかしながら，このようなディジタル・ムービ・スチル・カメラは，動画を構成する各駒
の画像のうち，シャッタ・レリーズ・ボタンが押されたことを示すデータを，押されたと
きに撮像された画像に付加するものである。動画を構成する画像の解像度と静止画の解像
度は同じである。また，動画記録中に連写を行うことは考えられていない。
【０００４】
【発明の開示】
この発明は，動画像データを記録する動画像記録モードが設定されている場合でも連写に
より得られた複数駒分の高画質の静止画像データを記録媒体に記録できるようにすること
を目的とする。
【０００５】
　この発明によるディジタル・ムービ・カメラは，被写体を撮像し，被写体像を表す画像
データを出力する固体電子撮像素子を含む撮像手段，動画記録モードが設定されたことに
応じて，被写体像を一定周期で撮像し，動画データを出力するように上記固体電子撮像素
子を駆動する第１の駆動手段，上記第１の駆動手段による駆動のもとに上記固体電子撮像
素子から動画読み出しされた画像データを動画像データとして記録媒体に記録する動画像
記録制御手段，上記動画像記録モードによる動作中に連写モードが設定されたことに応じ
て，連写間隔に応じたタイミングで被写体を連写し，静止画データを出力するように上記
固体電子撮像素子を駆動する第２の駆動手段（第１の駆動手段と第２の駆動手段とは同じ
でもよい），および上記第２の駆動手段による駆動のもとに上記固体電子撮像素子から静
止画読み出しされた画像データを静止画像データとして上記記録媒体に記録する静止画像
記録制御手段を備えていることを特徴とする。
【０００６】
　この発明は，上記ディジタル・ムービ・カメラの動作制御方法も提供している。すなわ
ち，この方法は，固体電子撮像素子を含む撮像手段を用いて，被写体を撮像し，被写体像
を表す画像データを得，動画記録モードが設定されたことに応じて，被写体像を一定周期
で撮像し，動画データを出力するように上記固体電子撮像素子を駆動し，上記固体電子撮
像素子から動画読み出しされた画像データを動画像データとして記録媒体に記録し，上記
動画像記録モードによる動作中に連写モードが設定されたことに応じて，連写間隔に応じ
たタイミングで被写体を連写し，静止画データを出力するように上記固体電子撮像素子を
駆動し，上記固体電子撮像素子から静止画読み出しされた画像データを静止画像データと
して上記記録媒体に記録するものである。
【０００７】
　この発明によると，動画記録モードが設定されると，被写体が一定周期で撮像され，動
画読み出し（動画記録のためのものであり，好ましくは固体電子撮像素子の有効画素領域
から得られる画像データの一部を間引きなどにより読み出すもの）するように上記固体電
子撮像素子が駆動される。固体電子撮像素子から出力された画像データは，動画像データ
として記録媒体に記録される。この動画記録モードによる動作中に連写モードが設定され
ると，連写間隔に応じたタイミングで被写体が連写され，静止画読み出し（静止画記録の
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ためのものであり，好ましくは固体電子撮像素子の有効画素領域から得られる画像データ
を実質的にすべて読み出すもの）するように上記固体電子撮像素子が駆動される。上記連
写モードの動作が終了すると（連写が終了すると），再び被写体が一定周期で撮像され，
動画読み出しされるように上記固体電子撮像素子が駆動される。
【０００８】
動画記録モードが設定され動画像データが記録媒体に記録されていても連写モードが設定
されると，連写モードとなる。動画記録モードによる動作中でも連写により得られた複数
駒分の静止画像データを記録媒体に記録することができる。特に，連写モードとなると動
画読出しから静止画読出しとなるように固体電子撮像素子が駆動されるので解像度の高い
複数駒分の静止画像データが得られる。また連写枚数が１枚であれば実質的に単写となり
，高画質の１駒分の静止画像データが得られるのはいうまでもない。
【０００９】
上記連写間隔中の一部の動画挿入期間内において被写体を一定周期で撮像し，動画読み出
しするように上記第１の駆動手段を制御する駆動制御手段をさらに備えてもよい。
【００１０】
連写間隔中の一部の動画挿入期間においても被写体を一定周期で撮像するので，動画像デ
ータが得られ，得られた動画像データが記録媒体に記録される。連写中においても動画像
データを記録できる。連写モードが設定されている期間の間中動画像データの記録が中止
されるのではなく，連写間隔中の一部に動画像データが記録されるので，得られた動画像
データを再生しても動きの滑らかな動画が得られる。
【００１１】
　上記撮像手段から出力された画像データによって表される被写体像を表示する表示装置
をさらに備えてもよい。この場合，動画記録モードが設定されているときには，撮像によ
り得られた動画像データによって表される動画像が表示される。動画記録モードの設定中
に連写モードが設定されると，連写中であっても動画挿入期間には動画像が表示される。
連写中は，静止画像だけが表示されるのではなく，一部の期間において動画像が表示され
るので，表示装置に表示される動画像を見ながら比較的容易に主被写体を追従することが
できる。
【００１２】
上記撮像手段から出力された複数駒分の画像データを順次一時的に記憶するバッファ・メ
モリ，上記バッファ・メモリに記憶された画像データを読み出し，上記表示装置に与える
読み出し手段，および上記連写期間中における上記動画挿入期間を除く静止画処理期間は
，上記静止画処理期間直前の動画挿入期間に撮像された被写体像（好ましくは，直前の動
画挿入期間の最後に撮像された被写体像）を上記表示装置に表示するように上記読み出し
手段を制御する読み出し制御手段をさらに備えてもよい。
【００１３】
　上記静止画処理期間は，たとえば，被写体の撮像および上記固体電子撮像素子からの画
像データの読み出しに必要な静止画撮像期間と，上記固体電子撮像素子から出力された画
像データを信号処理する信号処理期間とを含む。
【００１４】
　上記静止画処理期間は，上述したように，たとえば，被写体の撮像および上記固体電子
撮像素子からの画像データの読み出しに必要な静止画撮像期間と等しいものである。この
場合，上記静止画撮像期間直後の上記動画挿入期間に上記固体電子撮像素子から出力され
た画像データを信号処理する信号処理回路をさらに備えるとよい。
【００１５】
上記信号処理回路による信号処理の期間と動画挿入期間とを重複した期間に設定できるの
で，連写間隔を短縮できる。また，動画挿入期間の間隔も短縮できるので，滑らかな動画
を得ることができる。
【００１６】
上記動画像データと上記静止画像データとを関連づけるデータを上記記録媒体に記録する
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関連データ記録制御手段をさらに備えてもよい。
【００１７】
関連データが記録媒体に記録されているので，連写により得られた静止画像データにより
表される静止画像を連写により抜かれた画像位置に挿入することができる。滑らかな動画
が得られることとなる。
【００１８】
【実施例の説明】
図１は，この発明の実施例を示すもので，動画像データを記録する機能をもつディジタル
・スチル・カメラを背面から見た斜視図である。この実施例によるディジタル・スチル・
カメラは，詳しくは後述するように動画像データを記録する動画像記録モードが設定され
ている間に連写モードを設定することができる。動画の記録に割り込んで連写記録ができ
るようになる。
【００１９】
ディジタル・スチル・カメラ１の上面には，そのほぼ中央に電源ボタン２が設けられてい
る。この電源ボタン２の右側にはシャッタ・レリーズ・ボタン３が設けられている。この
シャッタ・レリーズ・ボタン３の回りに回転自在なモード・ダイアル４が設けられている
。このモード・ダイアル４には，指標４Ａが形成されている。指標４Ａの位置に応じて静
止画撮像モード（ＳＲ），再生モード（ＰＢ）または動画撮像モード（ＭＲ）が設定され
る。
【００２０】
　ディジタル・スチル・カメラ１の背面には，そのほぼ全面にわたって液晶表示画面８が
設けられている。上述したように，ディジタル・スチル・カメラ１は連写が可能である。
連写モードが設定されていると，液晶表示画面８の左上に連写マーク９が表示される。連
写モードは，液晶表示画面８にメニューを表示させ，そのメニューから設定される。液晶
表示画面８には，撮像された画像，再生された画像，多数のサムネイル画像などが表示さ
れる。
【００２１】
液晶表示画面８の上には，逆送り指令（再生駒を一駒戻す指令，多数のサムネイル画像が
表示されているときにサムネイル画像を指定するカーソルを左側に移動させる指令など）
を入力するときにユーザによって押される逆送りスイッチ５，ズーム指令を入力するとき
にユーザによって押されるズーム・スイッチ６および順送り指令（再生駒を一駒進ませる
指令，カーソルを右側に移動させる指令など）を入力するときにユーザによって押される
順送りスイッチ７が設けられている。
【００２２】
液晶表示画面８の右側には，決定スイッチ 10およびメニュー・スイッチ 11が設けられてい
る。決定スイッチ 10は，メニューの中から所望のモードを決定する指令，動画撮像モード
が設定されているときの動画記録の開始指令および終了指令，動画再生の開始指令，動画
再生の終了指令などの各種指令を与えるときに，ユーザによって押される。メニュー・ス
イッチ 11は，液晶表示画面８にメニューを表示させるときに押される。
【００２３】
図２は，ディジタル・スチル・カメラ１の電気的構成を示すブロック図である。
【００２４】
ディジタル・スチル・カメラ１の全体の構成は，ＣＰＵ 20によって統括される。
【００２５】
上述したシャッタ・レリーズ・ボタン３，モード・ダイアル４などからの出力信号は，Ｃ
ＰＵ 22に入力する。
【００２６】
ディジタル・スチル・カメラ１には，画像データの転送および各回路からの読み出しを制
御するＤＭＡ（ direct memory access）コントローラ 31およびフレーム・メモリ 32への画
像データの書き込みおよび読み出しを制御するＳＤＲＡＭ（ synchronous dynamic random
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 access memory）コントローラ 33が含まれている。
【００２７】
　静止画撮像モードまたは動画撮像モードが設定されると，ＣＣＤ 22によって１／ 60秒周
期で被写体が撮像され，被写体像を表す映像信号が出力される。ＣＣＤ 22は，駆動回路 21
によって静止画読み出しモードまたは動画読み出しモードで駆動される。静止画読み出し
モードでは，水平方向 1280画素，垂直方向  960画素の画像を表す映像信号がＣＣＤ 22から
出力される。動画読み出しモードでは，水平方向 640画素垂直方向 480画素の画像を表す映
像信号がＣＣＤ 22から出力される。静止画読み出しモードでは高解像度の画像が得られる
が，読み出し時間が長くなる。これに対して，動画読み出しモードでは，動画を構成する
各駒の画像の解像度は比較的高くないが，読み出し時間が短い。後述するように，静止画
を記録するときには静止画読み出しモードが設定され，動画を記録するときおよび撮像中
は動画読み出しモードが設定される。
【００２８】
　ＣＣＤ 22から出力された映像信号は，前処理およびアナログ／ディジタル変換回路 23に
おいて白バランス調整，ガンマ補正などの所定の前処理が行われ，かつアナログ映像信号
からＲＧＢのディジタル画像データに変換される。ディジタル画像データは，ＤＭＡコン
トローラ 31によって制御される画像入力制御回路 24を介してＳＤＲＡＭコントローラ 33に
より制御されるフレーム・メモリ 32に一時的に記憶される。画像データは，フレーム・メ
モリ 32から読み出され表示制御回路 28に与えられる。表示制御回路 28によって表示装置 29
が制御され，撮像により得られた画像が表示装置 29の表示画面８上に表示される。
【００２９】
　動画撮像モードが設定されているときに，決定スイッチ 10が押されると，動画記録モー
ドとなる。動画記録モードにおいては，上述したように，画像入力制御回路 24から出力さ
れ，フレーム・メモリ 32に一時的に記憶された画像データはＤＭＡコントローラ 31の制御
のもとに動画信号処理回路 25に入力する。動画信号処理回路 25において，ＲＧＢのディジ
タル画像データから輝度データおよび色差データの生成処理その他の所定の動画信号処理
が実行される。生成された輝度データおよび色差データは，フレーム・メモリ 32に与えら
れ，再び一時的に記憶される。
【００３０】
　輝度データおよび色差データは，フレーム・メモリ 32から読み出され，圧縮／伸長回路
27に入力する。圧縮／伸長回路 27においてＭＰＥＧ（ moving picture experts group）圧
縮が行われる。圧縮された輝度データおよび色差データが記録／読出制御回路 30により順
次メモリ・カード 34に記録されていく。このような処理は，動画を構成する一駒分ずつ１
／ 60周期で繰り返される。再び決定スイッチ 10が押されることにより，動画記録モードは
終了し，動画撮像モードに戻る。
【００３１】
静止画撮像モードが設定されているときに，シャッタ・レリーズ・ボタン３が押されると
，ＣＣＤ 22は，静止画読み出しモードに設定される。すると，上述したようにＣＣＤ 22か
ら高画質の静止画を表す映像信号が出力されることとなる。映像信号は，前処理およびア
ナログ／ディジタル変換回路 24において所定の前処理およびディジタル変換が行われフレ
ーム・メモリ 32に一時的に記憶される。
【００３２】
ディジタル画像データは，フレーム・メモリ 32から読み出され，静止画信号処理回路 26に
入力する。静止画信号処理回路 26において，ディジタル画像データから輝度データおよび
色差データを生成する処理，高解像度の静止画像を得るための高周波輝度データの生成処
理などの所定の静止画信号処理が行われる。生成された輝度データおよび色差データは，
フレーム・メモリ 32に与えられ，再び記憶される。輝度データおよび色差データは，フレ
ーム・メモリ 32から読み出され，圧縮／伸長回路 27においてＪＰＥＧ（ joint photograph
ic experts group）圧縮される。圧縮された輝度データおよび色差データは，フレーム・
メモリ 32に与えられ，再び記憶される。
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【００３３】
圧縮された輝度データおよび色差データは，フレーム・メモリ 32から読み出され，記録／
読出制御回路 30に入力する。記録／読出制御回路 30により圧縮された輝度データおよび色
差データが静止画像データとしてメモリ・カード 34に記録される。
【００３４】
再生モードが設定されると，メモリ・カード 34に記録された画像データが記録／読出制御
回路 30により読み出される。読み出された画像データは，フレーム・メモリ 32に与えられ
，一時的に記憶される。画像データは，フレーム・メモリ 32から読み出され，圧縮／伸長
回路 27において伸長される。読み出された画像データが静止画像データであれば，ＪＰＥ
Ｇ圧縮にもとづく伸長が行われ，動画像データであればＭＰＥＧ圧縮にもとづく伸長が行
われるのはいうまでもない。伸長された画像データがフレーム・メモリ 32に再び与えられ
，記憶される。画像データは，フレーム・メモリ 32から読み出され表示制御装置 28に与え
られる。すると，選択された静止画または動画が表示装置 29の表示画面上に表示される。
【００３５】
図３は，メモリ・カード 34の記録領域を示している。
【００３６】
メモリ・カード 34には，左側に示すように，動画像データが格納されている複数の動画フ
ァイルと静止画像データが格納されている複数の連写ファイルとが含まれている。この実
施例においては連写枚数は５駒であり，連写ファイルは，５つのファイル（▲１▼から▲
５▼）が一組となっている。連写することにより５駒の静止画像が得られ，各駒の静止画
像を表すデータを格納する１つの連写ファイルが得られる。
【００３７】
中央に示すように，動画ファイルには，ヘッダ記録領域とデータ記録領域とが含まれてい
る。ヘッダ記録領域には，ヘッダ情報が記録されており，データ記録領域には，動画像デ
ータが記録されている。
【００３８】
　ヘッダ情報には，右側に示すように，基本情報とユーザ情報とが含まれている。基本情
報には，動画駒数（１つの動画ファイルによって表される動画を構成する駒数），撮像周
期（１／ 60秒）および動画構成駒画素数（動画を構成する一駒の画像の水平方向および垂
直方向のそれぞれの画素数）が記録されている。ユーザ情報には，設定された動画挿入駒
数Ｆ（詳しくは後述する），設定された連写枚数Ｎ（上述したように５駒である），静止
画画素数（静止画撮影モードにおいて静止画像を得たときの水平方向および垂直方向のそ
れぞれの画素数）および静止画記録開始時間，対応する連写ファイルがあるときの連写フ
ァイル記録アドレスが記録されている。
【００３９】
図４は，ディジタル・スチル・カメラ１において動画撮像モードが設定されたときのタイ
ム・チャート，図５は，図４に示すタイム・チャートのΔｔ２間を拡大して示すタイム・
チャート，図６および図７は，ディジタル・スチル・カメラ１の処理手順を示すフローチ
ャートである。
【００４０】
この実施例によるディジタル・スチル・カメラ１は，上述したように，動画記録モードが
設定され，動画記録が行われているときにシャッタ・レリーズ・ボタン３が押されること
により連写モードの割り込みができる。連写モードの割り込みがあると，設定された連写
枚数Ｎの静止画が得られるまで，静止画の記録と動画の記録とが交互に行われる。表示画
面８上には，連写枚数Ｎ分の静止画像が得られる間中静止画像が表示されるのではなく，
静止画の記録中には静止画が表示されるが，次の駒の静止画の記録までの間には，動画が
表示される。したがって，液晶表示画面８に表示されている被写体像を見ることにより主
被写体を追うことが比較的容易になる。以下，ユーザによって連写モードが設定されてお
り，かつ連写駒数Ｎが５，動画挿入駒数Ｆ（連写による静止画の記録間隔の間に記録され
る動画を構成する画像の駒数）が２に設定されているものとする。
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【００４１】
　まず，時刻ｔ１の時点でモード・ダイアル４により動画撮像モードが設定されたものと
する（ステップ 41でＹＥＳ）。すると，ＣＣＤ 22（駆動回路 21）は，動画読み出しモード
に設定され，１／ 60秒周期で被写体が撮像される（ステップ 42）。液晶表示画面８には，
被写体像が動画で表示されることとなる。
【００４２】
時刻ｔ２の時点でユーザによって決定スイッチ 10が押されたとする（ステップ 43でＹＥＳ
）。すると，ディジタル・スチル・カメラ１は動画記録モードとなる。動画記録モードと
なると，現在の連写駒数ｎおよび現在の動画挿入駒数ｆがそれぞれリセットされる（ｎ＝
０，ｆ＝０）。
【００４３】
１／ 60秒周期で被写体が撮像され，上述のようにして得られた画像データが信号処理，圧
縮され順次メモリ・カード 34に記録されていく。動画を構成する一駒分の画像データがメ
モリ・カード 34に記録されるごとに現在の動画挿入駒数ｆがインクレメントされる（ステ
ップ 45）。
【００４４】
２回目の決定スイッチ 10が押されると（ステップ 46でＹＥＳ），動画記録モードが終了す
る。２回目の決定スイッチ 10が押されなければ（ステップ 46でＮＯ），シャッタ・レリー
ズ・ボタン３が押されたかどうかが判定される（ステップ 47）。
【００４５】
ディジタル・スチル・カメラ１が動画記録モードとなっていてもシャッタ・レリーズ・ボ
タン３が押されていなければ（ステップ 47でＮＯ），現在の連写枚数ｎが０かどうかが確
認される（ステップ 48）。シャッタ・レリーズ・ボタン３が押されていなければ，現在の
連写枚数は０であるから（ステップ 48でＹＥＳ）ステップ 45からの処理が繰り返される。
したがって，動画像データの記録が１／ 60秒周期で繰り返される。
【００４６】
ディジタル・スチル・カメラ１が動画記録モードとなっているときにシャッタ・レリーズ
・ボタン３が押されると（ステップ 47でＹＥＳ），現在の動画挿入駒数ｆが，設定された
動画挿入駒数Ｆとされる（ステップ 49）。シャッタ・レリーズ・ボタン３が押されたとき
にすぐに連写モードに移行させるためである。
【００４７】
つづいて，現在の動画挿入駒数ｆが，設定された動画挿入駒数Ｆ未満かどうかが確認され
る（ステップ 50）。シャッタ・レリーズ・ボタン３が押されたときには，現在の動画挿入
駒数ｆが，設定された動画挿入駒数Ｆとされるからステップ 50においてＮＯとなる。する
と，ＣＣＤ 22の駆動が静止画読み出しモードに設定され（ステップ 51），連写モードでの
一駒目の被写体が撮像される。撮像により得られた静止画像データは，メモリ・カード 34
に与えられ，５つの連写ファイルの組から構成される一つ目の連写ファイル内に格納され
て記録される（ステップ 52）。
【００４８】
連写モードでの一駒目の撮像が行われたので，現在の連写枚数ｎがインクレメントされ，
かつ現在の動画挿入駒数ｆがリセットされる（ステップ 53）。動画挿入駒数ｆがリセット
されるのは，一駒目の静止画の撮像から次の２駒目の静止画の撮像までの間の動画挿入期
間は動画像データをメモリ・カード 34に記録し，かつ液晶表示画面８に動画を表示させる
ためである。
【００４９】
　現在の連写枚数ｎが設定された連写枚数Ｎ以下であれば（ステップ 54でＹＥＳ），残り
の連写を行うためにステップ 45からの処理が繰り返される。先行する静止画の撮影，記録
と後続の静止画の撮影，記録との間においては，リセットされた現在の動画挿入駒数ｆが
再び，設定された動画挿入駒数Ｆとなるまで動画像データの記録が繰り返される。連写モ
ードにおける一駒目の画像が記録されると，現在の連写枚数ｎは１となるのでステップ 48
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でＮＯとなる。これにより，現在の動画挿入駒数ｆが，設定された動画挿入駒数Ｆ以上と
なると（ステップ 50でＮＯ）再び連写が行われることとなる。
【００５０】
このようにして，動画記録が行われている途中にシャッタ・レリーズ・ボタン３が押され
ると，連写モードに移行し，高画質の静止画像が得られることとなる（時刻ｔ３～ｔ４，
ｔ５～ｔ６，ｔ７～ｔ８，ｔ９～ｔ 10，ｔ 11～ｔ 12の静止画処理時間）。また，連写にお
ける静止画の撮像の合間には動画像データの記録が行われる（時刻ｔ４～ｔ５，ｔ６～ｔ
７，ｔ８～ｔ９，ｔ 10～ｔ 11の動画挿入期間）。さらに，連写における静止画の撮像の合
間に動画像が液晶表示画面８上に表示されるので，液晶表示画面８に表示されている画像
を見ながら主被写体を追うことができるようになる。動きのある主被写体を連写すると場
合であっても主被写体を見失うことを未然に防止できる。静止画の撮像は，図５に示すよ
うに静止画処理期間（動画挿入期間の間の期間）の前半の静止画撮像時間（時刻ｔ５～ｔ
20）に行なわれ，得られた静止画像データについての信号処理は後半の信号処理期間（時
刻ｔ 20～ｔ６）に行われる。もっとも後述するように信号処理は動画挿入期間内に行なわ
れるようにしてもよい。
【００５１】
時刻ｔ 12において，設定された連写枚数の連写が終了すると（ステップ 54でＮＯ），現在
の連写枚数ｎがリセットされる（ステップ 55）。
【００５２】
その後，ステップ 45の処理に戻り再び動画記録モードに変更される。再び動画像データの
記録が行われるようになる。
【００５３】
時刻ｔ 13において，２回目の決定スイッチ 10の押下があると（ステップ 46でＹＥＳ），動
画記録モードが終了し，メモリ・カード 34への動画像データの記録も停止する。
【００５４】
　動画記録モード中に連写が割り込まれると，図３に示したように動画ファイルと連写フ
ァイルとがメモリ・カード 34に記録されることとなる。再生時においては，動画像ファイ
ルによって表される動画像の中に，連写ファイルによって表される静止画像が静止画が記
録された時間に対応して挿入されるように動画像データが生成される。動画中において，
静止画像を表す駒の駒落ちが無くなるので，再生される動画はより滑らかなものとなる。
再生表示において，静止画像の大きさ（解像度）は，動画を構成する一駒の画像の大きさ
にリサイズされるのはいうまでもない。
【００５５】
図８は，他の実施例を示すもので，ディジタル・スチル・カメラ１において動画撮像モー
ドが設定されたときのタイム・チャート，図９は，図８に示すタイム・チャートのΔｔ２
間を拡大して示すタイム・チャートである。図９においては，図８に示されている静止画
信号処理回路への転送／読出し，静止画のための圧縮／伸長回路への転送／読出しについ
てのタイム・チャートは省略されている。
【００５６】
上述した実施例においては，静止画処理期間に静止画の撮像（静止画撮像期間）と信号処
理（信号処理期間）とを行っているため連写間隔（連写期間）を短くするのに制限がある
。静止画処理期間が比較的長くなるので，連写モードの間，液晶表示画面８に表示される
静止画処理期間の割合が多くなり，動画像の動きが滑らかとならないことがある。
【００５７】
図８および図９に示すものは，静止画処理期間の時間を短くし，連写モードにおいて静止
画が表示されている時間を短縮するものである。具体的には，信号処理は，動画挿入期間
の間に行われる。静止画撮像期間が静止画処理期間と同じとなり，連写モードにおいて静
止画が表示されている時間が短くなる。比較的滑らかな動画が表示されることとなる。
【００５８】
　この実施例においては，上述したディジタル・スチル・カメラ１における撮像バスのバ
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ス幅よりも画像バスのバス幅が広いものが用いられる（図２参照）。たとえば，撮像バス
のバス幅が 12ビット（同時に送信できるデータ量が 12ビット）のものが用いられ，画像バ
スのバス幅は 32ビットのものが用いられる。撮像バスのバス幅よりも画像バスのバス幅の
方が広いから，クロック周波数の高いクロック・パルスを用いることにより同じデータ量
であれば撮像バスにおけるデータの転送時間よりもさらに一層短い時間で画像バス内をデ
ータを転送できる。たとえば撮像バス内をデータが転送するときには， 12ＭＨｚのクロッ
ク周波数をもつクロック・パルスにもとづいて行われるが，画像バス内をデータが転送す
るときには，  100ＭＨｚのクロック周波数をもつクロック・パルスにもとづいて行われる
。
【００５９】
１水平走査ライン分の画像データが撮像バスを介して画像入力制御回路 24に入力する。画
像入力制御回路 24において， 12ビットのバス幅に適した配列から 32ビットのバス幅に適し
た配列となるように画像データの配列変換が行われる。配列変換された画像データが画像
バスを介して上述したようにフレーム・メモリ 32に記憶されることとなる。
【００６０】
動画撮像モードが設定されており，かつ決定スイッチ 10が押されたことにより動画記録モ
ードとなっているものとする。また，時刻ｔ 35の時点でシャッタ・レリーズ・ボタン３が
押されるものとする。
【００６１】
　時刻ｔ 35の時点においてシャッタ・レリーズ・ボタン３が押される前までは動画記録モ
ードとなっているから，ＣＣＤ 22は動画読み出しモードに設定され，１／ 60秒（＝ 16.6ms
）周期で被写体の撮像が繰り返されている。動画用の被写体を撮像するときには（動画撮
影モード，動画記録モード），１／ 60秒周期で垂直同期信号が出力され，静止画用の被写
体を撮像するときには（静止画撮影モード），垂直同期信号の出力間隔は 120msとなる。
【００６２】
動画記録モードとなっているときに，時刻ｔ 31において垂直同期信号が出力され，得られ
た動画像データが時刻ｔ 32からｔ 33までの間に１水平走査ライン分ずつ画像入力制御回路
24から出力されフレーム・メモリ 32に与えられる。また，時刻ｔ 32からｔ 33までの間に１
水平走査ライン分ずつ動画像データがフレーム・メモリ 32から読み出され，動画信号処理
回路 25に与えられる。また，動画信号処理された動画像データが動画信号処理回路 25から
読み出され，フレーム・メモリ 32に与えられる。さらに，時刻ｔ 32からｔ 33までの間に１
水平走査ライン分ずつフレーム・メモリ 32から読み出され，圧縮／伸長回路 27においてＭ
ＰＥＧ圧縮が行われ，再びフレーム・メモリ 32に与えられる。圧縮された画像データはフ
レーム・メモリ 32から読み出され，画像バスを介して記録／読み出し制御回路 30に与えら
れ，メモリ・カード 34に記録される。
【００６３】
より詳しくは，図９に示すように，時刻ｔ 51からｔ 52の間に画像入力制御回路 24から出力
された１水平走査ライン分の画像データが画像バスを介してフレーム・メモリ 32に与えら
れる。時刻ｔ 52からｔ 53までの間にフレーム・メモリ 32に記憶された１水平走査ライン分
の画像データが読み出され，動画信号処理回路 25に入力し，動画信号処理されて画像バス
を介してフレーム・メモリ 32に与えられる。時刻ｔ 53からｔ 54までの間にフレーム・メモ
リ 32から１ライン分の画像データが読み出され，圧縮／伸長回路 27に与えられる。時刻ｔ
54からｔ 55までの間にフレーム・メモリ 32から１ライン分の画像データが読み出され，記
録／読み出し制御回路 30に与えられる。このように，画像データの転送を時分割で行って
いるので，画像バス上で画像データが衝突することを未然に防止できる。しかも，画像バ
スは，撮像バスよりもそのバス幅が広く転送速度も速いので水平同期信号の出力周期内で
１ライン分の画像データを複数種類の回路に転送させることができるようになる。水平同
期信号の周期はｔ 51～ｔ 56の約 63.5μｓである。
【００６４】
時刻ｔ 36においてシャッタ・レリーズ・ボタン３が押されると，ＣＣＤ 22は静止画読み出
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しモードとされる。得られた静止画像データは，時刻ｔ 37からｔ 39までの間に静止画信号
処理回路 26への転送および静止画信号処理回路 26からの読み出しが行われる。また，時刻
ｔ 39からｔ 41までの間に圧縮／伸長回路 27への転送および圧縮／伸長回路 27からの読み出
しが行われる。さらに，時刻ｔ 41からｔ 43までの間に記録／読み出し制御回路 30に与えら
れ，メモリ・カード 34に記録されることとなる。
【００６５】
静止画像データについても動画像データと同様に，図９に示すように時分割で画像データ
の転送および各回路からの読み出しが行われているのはいうまでもない。
【００６６】
このように連写における動画挿入期間の間には静止画撮像が行われ，静止画像データの信
号処理は行われていないので，動画挿入期間の間隔が短くなる。また，連写速度も向上さ
せることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ディジタル・スチル・カメラを背面から見た斜視図である。
【図２】ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を示すブロック図である。
【図３】メモリ・カードの記録領域を示している。
【図４】動画記録モードが設定されたときのタイム・チャートを示している。
【図５】動画記録モードが設定されたときのタイム・チャートを示している。
【図６】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図７】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図８】動画記録モードが設定されたときのタイム・チャートを示している。
【図９】動画記録モードが設定されたときのタイム・チャートを示している。
【符号の説明】
１　ディジタル・スチル・カメラ
３　シャッタ・レリーズ・ボタン
４　モード・スイッチ
８　液晶表示画面
10　決定スイッチ
20　ＣＰＵ
21　駆動回路
24　画像入力制御回路
25　動画信号処理回路
26　静止画信号処理回路
28　表示制御回路
29　表示装置
30　記録／読み出し制御回路
31　ＤＭＡコントローラ
32　フレーム・メモリ
33　ＳＤＲＡＭコントローラ
34　メモリ・カード
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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